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勝利への投球
菅家俊明杯

春季ジュニアソフトボール大会
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２０１８年５月号

02 託された町政 大宅町長就任
05 大宅町長の公務百景（４月）
06 町消防団の組織再編/三町一村消防

団春季連合検閲式５月１３日（日）に
開催

07 役場からのお知らせ（７件）
新「小豆温泉窓明の湯」ＯＰＥＮ /
介護保険料が変わりました /ふるさ
と納税 / 町のがんばる企業紹介シ
リーズ２「東亜テクニカル㈱会津高
原事業所」/ リアルタイム線量測定
システムの配置の見直しについて /
５月３０日（水）開催「チャレンジ
デー」/ ニホンジカの行動を追跡調
査

13 栄えある受賞 /「リバティ会津」運
行１周年

14 まちの話題（６件）
レスリングジュニア大会で第３位 /
小塩区が平成３０年度さくら功労者
を受賞 /第３０回全国高等学校選抜
スキー大会で総合５位入賞 /第５回
中小屋福寿草まつり /田島スポ少男
子ソフトボール部が大会２連覇 /写
真展「町の文化財」

15 百歳賀寿
16 交流広場（３件）

大宴会 in南会津２０１８/認知症カ
フェ/サルナシを栽培しませんか

18 くらしの情報
お知らせ・募集（４件）/ 相談（２件）
/ その他（１件）

20 すまいるだより vol １
５月の納税こよみ

21 健康通信（４件）
乳幼児健診・相談カレンダー / ５・
６月の日曜当番医 / 平成３０年度「子
宮がん」「骨粗しょう症」「乳がん」
検診のお知らせ / 心の健康相談 / こ
ころの相談会

22 図書館へ行こう！
23 まちの文芸 / 誕生おめでとう / お悔

やみ申し上げます / まちの人口 / 編
集後記

24 地域おこし協力隊第１期生 任期満了
若者は新たなステージへ

今月の表紙
練習で積み重ねた技術を信じて

〝優勝〟を目指して
懸命にプレーする選手たち

（１５㌻に関連記事）

託
さ
れ
た
町
政　

大
宅
町
長
就
任

　

任
期
満
了
に
伴
う
南
会
津
町
長

選
挙
は
、
４
月
17
日
告
示
、
22
日

に
投
開
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

期
日
前
投
票
は
、
４
月
18
日
か

ら
21
日
ま
で
本
庁
舎
お
よ
び
各
総

合
支
所
の
４
か
所
で
、
投
票
当
日

は
町
内
55
か
所
の
会
場
で
投
票
を

受
付
け
ま
し
た
。

　

午
後
８
時
に
執
行
さ
れ
た
開
票

は
午
後
９
時
14
分
に
終
了
。
現
職

の
大
宅
宗
吉
氏
が
４
４
２
０
票
を

獲
得
し
、
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
の
任
期
は
、
平
成
30
年
４

月
30
日
か
ら
４
年
間
で
す
。

【
町
長
選
挙
結
果
】
投
票
率
は
82
・
41
％

【開票結果】

候補者氏名 得票数

湯田　芳博 ３, ５３９票

湯田　文則 ３, ２０９票

当 大宅　宗吉 ４, ４２０票

【投票者数・投票率】

区分 有権者数 投票者数 投票率

男 ６, ６３０人 ５, ４７８人 ８２. ６２％

女 ７, ０５２人 ５, ７９８人 ８２. ２２％

計 １３，６８２人 １１, ２７６人 ８２. ４１％

【問合せ】
選挙管理委員会（総務課内）電話０２４１- ６２- ６１００ 開票事務の様子（田島体育館）

大宅町長の経歴　－PROFILE－

昭和２４年３月生まれ。県立南会津高校卒。

元福島県指導農業士を経て旧伊南村議、南会

津町議を務める。平成２２年の南会津町長選

挙で初当選、平成２６年に再選。町長（現職）。

南会津町白沢在住　６9歳

当選証書附与式（４月２３日＝正庁）

多くの町民や職員に迎えられて初登庁する、大宅町長。
３期目の町政がスタートしました。（５月１日＝本庁舎前）
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託された町政　大宅町長就任 託された町政　大宅町長就任

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

南
会
津
町
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た

住
ん
で
よ
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
町
づ
く
り
を

一
生
懸
命
、
精
一
杯

皆
さ
ん
と
共
に
進
め
て
い
き
ま
す

町
長
と
し
て
、
３
期
目
の
町
政

を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た

大
宅
宗
吉
で
す
。

　

私
は
、
町
政
３
期
目
に
あ
た
り
、

基
本
的
な
考
え
が
変
わ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。「
公
平
」「
公
正
」「
誠

実
」「
思
い
や
り
」
を
基
本
に
、
引

き
続
き
町
政
を
担
っ
て
い
く
と
、
改

め
て
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

４月 会議・行事名
２ 辞令交付式（新規採用職員・定

期人事異動職員・南会津会職員・
町消防団）/ 年度初め式

３ 新任教職員着任披露式 / 全国小
学生アルペンスキー大会優勝報
告

４ 委嘱状交付式（南郷地域行政連
絡員・有害鳥獣捕獲隊員）

５ 町立保育所入所式 / 納税貯蓄組
合長会議・連合会総会 / あかま
つ荘年度初め式

６ 町立小中学校入学式
７ 小豆温泉窓明の湯オープニング

セレモニー
８ 中小屋福寿草まつり
９ 県立高等学校入学式 / 町消防団

第１支団第１分団夜警巡視
10 町消防団第１支団第２・３分団

夜警巡視
13 保健協力員会議 / 田島赤十字奉

仕団定期総会
15 南郷歌謡同好会唄と踊りの発表

会
26 南会津森林組合第３回通常総代

会
27 さいたま市立舘岩少年自然の家

新館落成祝賀会
28 第８９回メーデー南会津地区集

会
29 第７回南山の桜と歴史めぐり

ウォーク２０１８

大宅町長の公務百景
町長の公務を
報告するコーナーです。

№ 47

　

町
民
の
た
め
、
地
域
の
た
め
、
信

頼
と
誠
実
さ
を
大
切
に
、
町
政
を
担

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
町
民
一
人
一

人
の
思
い
を
し
っ
か
り
と
受

け
止
め
な
が
ら
、
住
み
や
す
い
町
、

住
ん
で
よ
か
っ
た
と
い
え
る
町
、
住

民
生
活
の
ゆ
と
り
を
感
じ
ら
れ
る
町

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
力
の
低
下
や
少
子
高

齢
化
と
い
わ
れ
て
い
る
時
代
で
す

が
、
こ
の
現
状
を
し
っ
か
り
と
自
覚

し
、
地
域
活
性
化
の
積
極
的
な
取
り

組
み
で
元
気
な
町
に
つ
な
げ
、
町
民

が
心
穏
や
か
に
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
環
境
づ
く
り
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

町
の
現
状
と
将
来
像
を
、
町
民

と
向
き
合
っ
て
し
っ
か
り
話

し
合
い
、
進
む
べ
き
方
向
に
理
解
を

い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
一

つ
一
つ
の
積
み
重
ね
が
、
皆
さ
ま
に

信
頼
さ
れ
る
町
政
の
源
に
な
り
ま
す
。

　

新
庁
舎
も
完
成
し
、
リ
バ
テ
ィ
会

津
も
運
行
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
は
、

町
が
要
望
し
て
き
た
道
路
な
ど
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
も
加
速
す
る
も
の
と
思

い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
将
来
の
町
づ
く

り
や
地
域
づ
く
り
は
、
行
政

だ
け
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
町
民
と
一

体
と
な
っ
た
町
づ
く
り
や
地
域
づ
く

り
が
、
こ
れ
ま
で
よ
り
以
上
に
大
事

に
な
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

町
の
将
来
を
見
据
え
た
心
の
こ
も

っ
た
行
政
、
そ
し
て
心
に
余
裕
を
持

っ
て
事
業
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
、
働

く
人
の
た
め
に
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら

町
を
背
負
っ
て
い
く
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
、
南
会
津
町
に
生
ま
れ
て
よ

か
っ
た
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
い
わ

れ
る
町
づ
く
り
を
、
一
生
懸
命
、
精

一
杯
、
皆
さ
ん
と
共
に
進
め
て
い
く

覚
悟
で
す
。

こ
れ
ま
で
同
様
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
一
緒
に
町
の
将

来
を
創
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ど
う

ぞ
皆
さ
ん
、
私
に
力
を
貸
し
て
く
だ

さ
い
。

　

一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

就任式で３期目への決意を述べる大宅町長
（５月１日＝正庁）

第８９回メーデー南会津地区集会

小豆温泉窓明の湯オープニングセレモニー
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町消防団の組織再編

町
消
防
団
が
新
体
制
に
移
行

団
員
の
減
少
と
地
域
防
災
力
の
確
保

　

町
村
合
併
で
、
旧
町
村
単
位
に
支

団
を
配
置
す
る
「
支
団
制
」
を
採
用

し
て
き
た
町
消
防
団
。

　

少
子
高
齢
化
な
ど
の
要
因
か
ら
団

員
数
も
減
少
し
続
け
る
中
で
、
平
日

日
中
の
消
防
力
強
化
の
た
め
の
機
能

別
団
員
「
先
遣
隊
」
を
導
入
し
な
が

ら
、
地
域
防
災
力
の
確
保
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

平
成
30
年
４
月
か
ら 

４
支
団
を
２
支
団
に
再
編

地
域
防
災
力
と
本
部
組
織
維
持
の
両
立

　

町
消
防
団
は
、
各
支
団
に
訓
練
予

防
分
団
や
機
械
分
団
を
配
置
し
、
４

支
団
14
分
団
、
団
長
以
下
56
人
の
本

部
員
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

　

本
部
員
は
、
管
轄
す
る
支
団
内
の

団
員
の
統
率
、
各
種
訓
練
や
行
事
の

指
揮
・
指
導
な
ど
を
担
っ
て
い
ま
す

が
、
豊
富
な
経
験
と
熟
達
し
た
技
術

を
要
す
る
本
部
員
も
、
支
団
に
よ
っ

て
は
欠
員
が
あ
る
な
ど
、
そ
の
確
保

に
も
苦
慮
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
ま
す
ま
す
団
員
の
高
齢
化

が
進
み
、
新
入
団
員
も
減
少
し
て
い

再
編
で
見
出
し
た
突
破
口

　

平
成
28
年
11
月
、
本
部
員
の
負
担

軽
減
や
効
率
的
な
訓
練
・
消
防
活
動

を
遂
行
す
る
た
め
、
舘
岩
・
伊
南
・

南
郷
の
３
支
団
を
１
つ
の
支
団
に
す

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中
で
、
地
域

防
災
力
と
本
部
組
織
の
維
持
を
、
い

か
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
保
て
る
か
が
課

題
で
し
た
。

る
再
編
案
が
本
団
会
議
で
示
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
各
支
団
の
本
部
員
会
議

や
、
部
長
会
議
な
ど
を
開
催
し
な
が

ら
協
議
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
30
年
４
月
、
再
編
に
対
す
る

合
意
形
成
に
基
づ
き
、
２
支
団
制
に

移
行
し
た
町
消
防
団
。
団
長
以
下
、

本
部
員
指
揮
系
統
の
ス
リ
ム
化
で
、

災
害
発
生
時
の
迅
速
果
断
な
対
応
が

一
層
期
待
さ
れ
ま
す
。

【町消防団新体制（正副団長）】
階級 役職名 　　  氏　名（地　区）

団　長 星　　慶一（高　野） 新

副団長

第 １ 支 団 長 平野　信行（針　生） 新
第 ２ 支 団 長 近藤美智夫（鴇　巣）

第１支団副支団長 児山　孝美（長　野） 新
赤井　美洋（中荒井） 新

第２支団副支団長

平野　睦夫（木　賊）
星　　敏之（戸　中）
青柳　正則（道　城）
芳賀　　進（大新田）
酒井　宏幸（下山口）

田島支団

庶　
務　
部

機
械
分
団

訓
練
予
防
分
団

第
１
分
団

第
２
分
団

第
３
分
団

舘岩支団

庶　
務　
部

機
械
分
団

訓
練
予
防
分
団

第
１
分
団

伊南支団

庶　
務　
部

機
械
分
団

訓
練
予
防
分
団

第
１
分
団

南郷支団

庶　
務　
部

機
械
分
団

訓
練
予
防
分
団

第
１
分
団

【再編前】

第１支団

庶　
務　
部

機
械
分
団

訓
練
予
防
分
団

第
１
分
団

第
２
分
団

第
３
分
団

【再編後】

第２支団

庶　
務　
部

機
械
分
団

訓
練
予
防
分
団

旧
南
郷
支
団

第
１
分
団

（

（

第
３
分
団

第
２
分
団

旧
伊
南
支
団

第
１
分
団

（

（

第
１
分
団

旧
舘
岩
支
団

第
１
分
団

（

（

団長辞令を受ける星慶一さん（４月２日・正庁）

役場からのお知らせ
town office information

新「
小
豆
温
泉
窓
明
の
湯
」Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ

　

施
設
の
老
朽
化
な
ど
に
よ
り
、
平

成
27
年
４
月
に
閉
館
し
た
「
小
豆
温

泉
窓
明
の
湯
」。

　

地
域
住
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
親

し
ま
れ
て
き
た
施
設
は
、
こ
の
た
び

国
道
３
５
２
号
沿
い
に
移
転
し
、
４

月
７
日
に
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
で
、
３
年
の
時
を
経
て
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
施
設
は
、
木
造
平
屋
建
て

で
述
べ
床
面
積
２
２
７
・
31
平
方
㍍
、

男
女
別
の
浴
室
と
休
憩
ス
ペ
ー
ス
な

ど
を
備
え
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
造
り
で

す
。

【
問
合
せ
】

  

小
豆
温
泉
窓
明
の
湯

  

℡
０
２
４
１
（
７
６
）
３
１
３
１

休憩スペース

浴室

　

ま
た
、
泉
質
は
弱
ア
ル
カ
リ
性
で

肌
触
り
が
柔
ら
か
く
、
肌
が
す
べ
す

べ
す
る
感
触
が
特
徴
で
す
。

　

周
辺
の
雄
大
な
山
々
に
囲
ま
れ
、

四
季
折
々
に
移
り
行
く
景
色
を
眺
め

な
が
ら
浸
か
る
温
泉
は
格
別
で
す
。

　

皆
さ
ん
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ア
ク
セ
ス

▲

【利用料金】
区分

種別 大　人 小　人
（小学生） 入湯税

１ 回 券 650円 300円 込
12 回 券 4,200円 2,500円 別
年 間 券 23,000円 ー 別

●休館日：毎週木曜日
●営業時間：午前１０時～午後７時
※その他、団体料金や特別料金をご用意しています。詳しくはお問
　い合わせください。

※消費税込み

　

消
防
団
の
団
結
と
規
律
を
維
持

し
、
団
員
の
士
気
の
高
揚
と
消
防
任

務
を
全
う
す
る
た
め
の
春
季
検
閲
式

が
次
の
日
程
で
挙
行
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
の
春
季
検
閲
式
は
、
南
会
津

郡
三
町
一
村
の
消
防
団
が
一
堂
に
会

す
る
「
連
合
検
閲
式
」
で
す
。

　

地
域
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
、

日
々
訓
練
に
励
ん
で
い
る
消
防
団
員

の
勇
姿
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
時
】

　

５
月
13
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
～

【
開
催
場
所
】

　

国
道
１
２
１
号
（
中
町
地
内
）・

　

御
蔵
入
交
流
館

※
雨
天
時
は
御
蔵
入
交
流
館
の
み

【
交
通
規
制
】

　

当
日
の
午
前
８
時
か
ら
午
前
11
時

の
間
、
国
道
１
２
１
号
の
一
部
の
交

通
が
規
制
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

住
民
生
活
課　

消
防
交
通
係

　

℡
０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
２
０

三
町
一
村
消
防
団

　
　

春
季
連
合
検
閲
式

５
月
13
日（
日
）に
開
催
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介護保険料が変わりました
①介護保険料の改正

　３年に一度の見直しが行われ、平成３０年度から介護保険料が変わりました。
　後期高齢者の増加と介護給付サービスの利用増加に伴い、第１号被保険者の月額保険料が６，０００円

（基準額）となります。
　なお、段階別保険料額は次のとおりです。

所得段階
保　険　料（ 年　額 ）

対　　　象　　　者
平成２７～２９年度 平成３０～３２年度

第１段階 　２７, ０００円 　３２, ４００円

●生活保護受給者または老齢福祉年金受給者であって世
　帯全員が住民税非課税の方
●世帯全員が住民税非課税で、本人の合計所得金額と課
　税年金収入の合計が８０万円以下の方

第２段階 　４５, ０００円 　５４, ０００円
●世帯全員が住民税非課税で、本人の合計所得金額と課
　税年金収入の合計が８０万円を超え１２０万円以下の
　方

第３段階 　４５, ０００円 　５４, ０００円 ●世帯全員が住民税非課税で、本人の合計所得金額と課
　税年金収入の合計が１２０万円を超える方

第４段階 　５４, ０００円 　６４, ８００円 ●住民税課税世帯で、本人が住民税非課税であって合計
　所得金額と課税年金収入の合計が８０万円以下の方

第５段階
（基準額） 　６０, ０００円 　７２, ０００円 ●住民税課税世帯で、本人が住民税非課税であって合計

　所得金額と課税年金収入の合計が８０万円を超える方

第６段階 　７２, ０００円 　８６, ４００円 ●本人が住民税課税で、合計所得金額が１２０万円未満
　の方

第７段階 　７８, ０００円 　９３, ６００円 ●本人が住民税課税で、合計所得金額が１２０万円以上
　２００万円未満の方

第８段階 　９０, ０００円 １０８, ０００円 ●本人が住民税課税で、合計所得金額が２００万円以上
　３００万円未満の方

第９段階 １０２, ０００円 １２２, ４００円 ●本人が住民税課税で、合計所得金額が３００万円以上
　の方

②介護保険サービスの利用者負担の改正
　介護報酬の改定により、介護保険サービスを利用したときに、利用者が事業者などへ支払う金額が変更
されます。
　ご利用されるサービスの種類によって、これまでと比べて増額・減額となる場合があります。
　詳しくは、ケアマネジャーやサービス提供事業者、または介護保険係までお問い合わせください。

【問合せ】健康福祉課 介護保険係　電話０２４１- ６２- ６１７０

③特に所得の高い人は利用者負担の割合が３割に
　本人の合計所得金額が２２０万円以上で、同じ世帯の６５歳以上の人の「年金収入＋その他の合計所得
金額」が単身の場合３４０万円以上、２人以上世帯の場合４６３万円以上の人は、サービスを利用した際
の利用者負担の割合が３割になります。

８月から！

　●私たちの会社は、こんな仕事をしています
　当社は、３, ０００社を超える優良取引先、国内外売上高８００億円、創業７０年を誇る東亜電気工業グループの１００％出資
子会社です。東亜電気工業グループの５つあるビジネスユニットの事業部門で、製造受託ビジネスユニットというグループの中
核を担い、電線ハーネス※製造を主軸事業に、南会津町から世界へ「高付加価値製品」を創造しています。
　そのものづくりが評価され、お客様から信頼をいただき、皆さまが日常的に使用しているエレベーターから最高な安全性を追
求した自動車まで、さまざまなところで当社の製品が使用されています。
※電線ハーネス：電線に「コネクタ」と呼ばれる端子を装着したもの。

　●会社のＰＲＩＤＥ（誇り）は！

　わが社のＰＲＩＤＥ（誇り）は「信頼！」です。
　わが社のものづくりに対して信頼をいただけたからこそ、もの
づくりを続けてこられ、多くの大手企業からの受注取引をいただ
けたのだと思います。
　企業理念として、「世界中のMonodzukuriを実現する」をビジョ
ンに掲げ、これからも日本が誇る高品質なものづくりを通じて、
世界中のお客様に信頼されるパートナーになることを目指します。

【会社概要】
◆設立：平成５３年２月１日　◆住所：南会津町滝原字反間９１１番地１０　◆ＴＥＬ：０２４１- ６５- ５１８１
◆従業員数：３８人（男１９人・女１９人）　◆ＵＲＬ：http://www.toadenki.co.jp/
◆採用情報：高校卒業以上５人、中途採用５人　計１０人募集！　Ｕ・Ｉターンの方大歓迎！
　　　　　　未経験の方も安心の研修制度、先輩社員の手厚いサポートがあります。

東亜テクニカル株式会社
会津高原事業所

シリーズ ２

一緒に働きましょう！～町のがんばる企業紹介～

南会津★

ＰＲＩＤＥ

南会津★

ＰＲＩＤＥ

南会津★

ＰＲＩＤＥ
プ ラ イ ド

　●会社の製品は、こんなところで使われています

【国内】Nikon（半導体露光装置用電線ハーネス・液晶露光装置
　　　　　　　 用電線ハーネス）
　　　　小島プレス工業（自動車衝突防止用ヒーターハーネス）

【海外】アメリカ、中国、台湾、ヨーロッパ諸国
電線ハーネス

（写真はイメージです）

３月１６日から４月１５日の間に、納税いただいた方々をご紹介します。（計３０件）

ふるさと納税（応援寄付金）  ありがとうございます

ふるさと納税がクレジット決済できるようになりました。
パソコンやスマートフォンからも申し込みできます。
詳しくは町ホームページをご覧ください。

総合政策課 企画政策係
電話 0241-62-6210

問南会津町 ふるさと納税

【
い
た
だ
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

※
紙
面
の
都
合
上
、
一
部
省
略
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

住　所 氏　名
福 島 県 郡 山 市 黄　　英雄　様
群 馬 県 高 崎 市 下田　寿伸　様
茨 城 県 取 手 市 高橋　明彦　様
埼玉県さいたま市 庭山　朋樹　様
埼玉県さいたま市 木村　　誠　様
埼玉県さいたま市 麥倉　祐一　様
東京都世田谷区 田中　和夫　様
千 葉 県 柏 市 浅村　洋次　様
千 葉 県 流 山 市 伊藤　大介　様

匿名希望 ２１件

▼
昨
年
12
月
28
日
に
、
さ
い
た
ま

市
を
車
で
出
発
。
東
北
自
動
車
道

白
河
IC
で
降
り
て
、
大
雪
の
中
、

国
道
２
８
９
号
を
西
に
向
か
い
峠

道
で
ス
リ
ッ
プ
す
る
こ
と
３
回
、

吹
雪
で
前
が
見
え
な
い
こ
と
を
初

体
験
し
ま
し
た
。

　

何
と
か
無
事
に
、
南
会
津
町
役

場
に
到
着
し
、
親
切
な
役
場
で
ふ

る
さ
と
納
税
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
思
っ
た
の
が
、
白
河
市

～
南
会
津
町
～
南
魚
沼
市
ル
ー
ト

で
、
冬
で
も
安
全
な
高
速
道
路
の

建
設
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

　

福
島
県
選
出
議
員
の
先
生
方
、

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

▼
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
、
希
望

に
あ
ふ
れ
た
、
し
っ
か
り
と
し
た

教
育
を
代
々
続
け
て
い
け
る
よ
う

な
環
境
を
望
み
ま
す
。

　

以
前
も
、
南
会
津
の
米
を
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
家
族
全
員
大
変

美
味
し
か
っ
た
と
評
判
が
良
く
、

再
度
注
文
し
ま
し
た
。

▼
今
年
も
暇
を
見
つ
け
て
は
南
会

津
へ
足
を
運
び
、
レ
ジ
ャ
ー
、
登

山
、
農
産
物
、
食
、
お
酒
と
家
族

で
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
！

▼
登
山
、
ス
キ
ー
、
温
泉
な
ど
癒

し
の
ふ
る
さ
と
で
す
。

▼
寄
附
金
は
有
意
義
に
活
用
し
て

い
た
だ
き
つ
つ
、
今
後
も
町
の
特

長
を
伸
ば
し
て
い
っ
て
下
さ
い
。
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ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
行
動
を
追
跡
調
査

　

平
成
29
年
度
に
、
捕
獲
し
た
ニ
ホ

ン
ジ
カ
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
発
信
機
を
装
着

し
、
行
動
を
追
跡
す
る
調
査
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。（
対
象
の
ニ
ホ
ン
ジ

カ
は
左
表
の
と
お
り
。）

　

こ
れ
ら
全
て
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
、

冬
季
に
は
栃
木
県
に
移
動
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
水
無
と
小

出
原
の
２
頭
は
栃
木
県
日
光
市
五
十

里
湖
東
岸
へ
移
動
、
伊
与
戸
の
１
頭

は
那
須
塩
原
市
の
八
方
ヶ
原
周
辺

【調査のために捕獲したニホンジカ】
捕　獲　者 捕獲場所 頭数 雌雄

県自然保護課 中荒井 １頭 オス
県環境保全農業課 伊与戸 １頭 メス
南会津町・昭和村
ニホンジカ被害対策協議会

水　無 １頭 メス
小出原 １頭 メス

Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
装
着　

冬
季
は
栃
木
県
で
の
越
冬
が
判
明

へ
、
中
荒
井
の
１
頭
は
塩
原
温
泉
街

の
北
方
数
㌔
の
山
中
へ
と
移
動
し
、

越
冬
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

越
冬
地
で
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
生

息
密
度
が
夏
季
の
生
息
地
に
比
べ
て

高
く
な
る
た
め
、
今
後
町
で
は
、
越

冬
地
で
効
率
的
に
ニ
ホ
ン
ジ
カ
を
捕

獲
す
る
た
め
、
栃
木
県
と
の
協
力
体

制
を
構
築
し
、
連
携
し
て
個
体
数
の

削
減
を
目
指
し
ま
す
。

ＧＰＳを装着したニホンジカの行動範囲

水　無

小出原中荒井

伊与戸

栄えある受章栄えある受章栄えある受章

　

君
島
平
作
さ
ん
が
叙
勲
「
旭
日

単
光
章
」
受
章
さ
れ
、
４
月
13
日

に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

君
島
さ
ん
は
、
昭
和
58
年
10
月

に
旧
田
島
町
議
会
議
員
に
初
当

選
。
以
来
３
期
12
年
の
長
き
に
わ

た
り
議
員
と
し
て
在
職
さ
れ
、
平

成
３
年
か
ら
産
業
建
設
常
任
委
員

長
を
務
め
る
な
ど
、
自
治
振
興
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
長
年
の
ご
功
績
が

認
め
ら
れ
、
晴
れ
の
受
章
と
な
り

ま
し
た
。
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。

元
田
島
町
議
会
議
員

君
島  

平
作  

さ
ん
（
滝
原
）

「
旭
日
単
光
章
」を
受
章

　

五
十
嵐
和
好
さ
ん
が
叙
勲
「
旭

日
双
光
章
」
受
章
さ
れ
、
４
月
24

日
に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

五
十
嵐
さ
ん
は
、
平
成
４
年
５

月
に
旧
南
郷
村
議
会
議
員
に
初
当

選
。
以
来
３
期
12
年
の
長
き
に
わ

た
り
議
員
と
し
て
在
職
さ
れ
、
平

成
８
年
か
ら
文
教
厚
生
委
員
長
、

平
成
12
年
か
ら
副
議
長
を
務
め
る

な
ど
、
自
治
振
興
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
長
年
の
ご
功
績
が

認
め
ら
れ
、
晴
れ
の
受
章
と
な
り

ま
し
た
。
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。

元
南
郷
村
議
会
副
議
長

五
十
嵐  

和
好  

さ
ん（
木
伏
）

「
旭
日
双
光
章
」を
受
章

　

阿
久
津
進
さ
ん
が
叙
勲
「
旭
日

単
光
章
」
受
章
さ
れ
、
４
月
24
日

に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

阿
久
津
さ
ん
は
、
平
成
３
年
４

月
に
旧
舘
岩
村
議
会
議
員
に
初
当

選
。
南
会
津
町
議
会
議
員
に
在
任

特
例
で
引
き
続
き
就
任
し
、
通
算

４
期
16
年
の
長
き
に
わ
た
り
議
員

と
し
て
在
職
さ
れ
、
平
成
７
年
か

ら
総
務
文
教
常
任
委
員
長
を
務
め

る
な
ど
、
自
治
振
興
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
長
年
の
ご
功
績
が

認
め
ら
れ
、
晴
れ
の
受
章
と
な
り

ま
し
た
。
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。

元
南
会
津
町
議
会
議
員

阿
久
津  

進  

さ
ん
（
八
総
）

「
旭
日
単
光
章
」を
受
章

当日、町内にいる方は全員が対象です！

５月３０日（水）

１５分間以上運動する
　当日町内にいる方全員が対象です！

　ウォーキングや体操、各地域で実施され

るイベントへの参加など、体を動かしてみ

ましょう♪

ステップ１
報告する

　運動したら、教育委員会または教育委員

会分室に電話やメールで報告しましょう。

　報告用紙をＦＡＸするか、イベント会場

などに設置する回収ボックスへの投函も可

能です！

ステップ２
参加の流れ たったの２ステップ！

＜回収ボックス設置場所＞　設置時間　午前８時３０分～午後５時
御蔵入交流館 / 南会津町役場 / 各総合支所（舘岩・伊南・南郷）/ びわのかげ総合運動公園 / 各地域振興公社

（田島・舘岩・伊南・南郷）/ 社会福祉協議会 / 桧沢公民館 / まちなかサロン
※報告用紙は各施設に配置します。また、新聞折込などでも配布する予定です。

【教育委員会 生涯学習課】電話：０２４１- ６２- ５５１１/ＦＡＸ：０２４１- ６２- ６３０７ 
　　　　　　　　　　　　E-mail：h_syogaku@minamiaizu.org

【教育委員会 　分　室　】電話０２４１- ７６- ７７１９

運動したらご報告ください

開催

「
リ
バ
テ
ィ
会
津
」
運
行
１
周
年

東
武
浅
草
・
会
津
田
島
の
両
駅
で
記
念
イ
ベ
ン
ト

　

４
月
21
日
で
運
行
か
ら
１
周
年
を
向
か
え
た
、
東
武
鉄
道
の
「
リ
バ
テ
ィ
会

津
」。
東
武
浅
草
と
会
津
田
島
の
両
駅
で
は
、
記
念
の
セ
レ
モ
ニ
ー
や
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
、
１
周
年
の
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

【
東
武
浅
草
駅
】

　

袴
姿
と
花
嫁
衣
裳
に
身
を
包
ん
だ

８
人
が
、
味
わ
い
あ
る
し
ゃ
ん
ぎ
り

の
音
に
合
わ
せ
て
会
津
田
島
祇
園
祭

の
七
行
器
行
列
を
再
現
。
鉄
道
を
利

用
す
る
多
く
の
方
に
、
町
に
息
づ
く

伝
統
美
を
発
信
し
ま
し
た
。

　

車
内
で
は
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
七
行
器

行
列
マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
、
記
念
乗

車
券
な
ど
を
花
嫁
自
ら
乗
客
に
手
渡

し
、
充
実
し
た
町
の
観
光
誘
客
を
Ｐ

Ｒ
し
ま
し
た
。

【
会
津
田
島
駅
】

　

桜
も
満
開
の
好
天
の
中
、
駅
前
の

ふ
れ
あ
い
広
場
で
開
催
さ
れ
た
記
念

イ
ベ
ン
ト
。
１
周
年
記
念
「
南
会
津

満
喫
ツ
ア
ー
」
の
参
加
者
や
一
般
観

光
客
に
、
地
酒
や
し
ん
ご
ろ
う
、
ニ

シ
ン
の
山
椒
漬
け
な
ど
の
南
会
津
の

郷
土
料
理
を
振
舞
い
ま
し
た
。

　

駅
の
改
札
近
く
に
は
、
地
元
４
酒

造
の
酒
が
２
０
０
円
で
試
飲
で
き
る

自
動
販
売
機
も
設
置
さ
れ
、
関
係
者

が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
販
売
開
始
を
祝

い
ま
し
た
。

花嫁姿で観光誘客をＰＲ（東武浅草駅）

たくさんの乗客をお出迎え（会津田島駅）

２０１８
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ま ち の 話 題
news ＆ topics

ま ち の 話 題
news ＆ topics

報告に訪れた小塩区長の菊地新六さん（中）と同区長代理の馬場輝一さん（右）

小塩区が平成３０年度さくら功労者を受賞
「うえんでの桜」の保護、育成に尽力

　

さ
く
ら
の
植
栽
や
愛
護
、
研
究
な
ど
、
さ
く

ら
の
振
興
事
業
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
団
体

や
個
人
に
、

（公財）
日
本
さ
く
ら
の
会
か
ら
贈
ら
れ

る
「
さ
く
ら
功
労
者
」。

　

平
成
30
年
度
の
受
賞
団
体
に
小
塩
区
が
選
ば

れ
、
４
月
11
日
に
憲
政
記
念
館
（
東
京
都
千
代

田
区
）
で
開
催
さ
れ
た
第
53
回
さ
く
ら
祭
り
中

央
大
会
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
塩
区
は
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
福
島

県
緑
の
文
化
財
や
町
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
「
う
え
ん
で
の
桜
（
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
）」

を
後
世
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、
樹
勢
の

衰
え
が
見
ら
れ
る
母
樹
の
保
護
と
、
後
継
樹
の

育
成
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

田島チビッ子レスリングの阿久津さん
ジュニア大会で第３位

　

４
月
１
日
、
三
重
県
津
市
の
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
「
サ
オ
リ
ー
ナ
」
で
開
催
さ
れ
た
、
平
成

30
年
度
ジ
ュ
ニ
ア
ク
イ
ー
ン
ズ
カ
ッ
プ
レ
ス
リ

ン
グ
選
手
権
大
会
。

　

小
学
生
３
・
４
年
の
部
24
㎏
級
に
出
場
し
た

田
島
チ
ビ
ッ
子
レ
ス
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
阿
久
津

こ
は
る
さ
ん
（
荒
海
小
４
年
）
が
、
見
事
第
３

位
に
輝
き
ま
し
た
。

　
「
も
う
少
し
で
決
勝
だ
っ
た
の
で
悔
し
い
。

苦
手
な
技
を
克
服
し
、
得
意
の
タ
ッ
ク
ル
以
外

で
も
勝
負
し
た
い
」
と
話
す
阿
久
津
さ
ん
は
、

経
験
者
の
父
・
幸
司
さ
ん
の
影
響
で
４
歳
か
ら

レ
ス
リ
ン
グ
を
始
め
ま
し
た
。

　

週
に
３
日
、
田
島
武
道
館
で
練
習
に
励
ん
で

い
る
小
さ
な
ア
ス
リ
ー
ト
の
夢
は
、「
大
舞
台

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
で
〝
金
メ
ダ
ル
〟
で
す
。

賞状とメダルを手にする阿久津こはるさん

菅家俊明杯 春季ジュニアソフトボール大会
田島男子が大会２連覇

　

４
月
21
日
、
び
わ
の
か
げ
総
合
運
動
公
園
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
場
で
町
内
７
チ
ー
ム
の
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
で
開
催
さ
れ
た
、
菅
家
俊
明
杯
第
22
回
春

季
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
。

　

田
島
ス
ポ
少
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
（
星
昭

彦
監
督
）
は
１
回
戦
、
南
郷
に
７
対
３
、
準
決

勝
で
荒
海
に
５
対
２
で
勝
利
し
、
決
勝
に
駒
を

進
め
ま
し
た
。

　

迎
え
た
舘
岩
ベ
ア
ー
ズ
と
の
決
勝
戦
、
田
島

男
子
は
粘
り
強
く
得
点
を
重
ね
て
４
対
１
で
勝

利
し
、
大
会
２
連
覇
を
飾
り
ま
し
た
。

　

な
お
、大
会
の
最
優
秀
賞
に
星
流
貴
選
手（
田

島
男
子
）、
敢
闘
賞
に
湯
田
泰
寿
選
手
（
舘
岩

ベ
ア
ー
ズ
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

優勝杯を手にした田島男子

賑わいを見せたまつりの様子

第３０回全国高等学校選抜スキー大会
全国大会で総合５位入賞

　

３
月
17
日
か
ら
20
日
に
か
け

て
、
長
野
県
志
賀
高
原
で
開
催
さ

れ
た
第
30
回
全
国
高
等
学
校
選
抜 悪天候でも攻めの滑りを貫いた中丸雄哉さん

－　プロフィール　－

馬場　久
きゅうや

彌 さん（木伏）

大正７年３月２４日 生まれ

【長寿の秘訣】くよくよせずストレスをためないこと

 好き嫌いなく食べること

　【　家　族　】子５人　孫１２人　ひ孫１１人

－　プロフィール　－

五十嵐 シツイ さん（滝原）

大正７年３月２９日 生まれ

　　【長寿の秘訣】好き嫌いなく何でも食べること

　　　　　　　　　規則正しい生活をすること

　　【　家　族　】子３人　孫７人　ひ孫４人

百 歳 賀 寿 おめでとうございます

「第５回中小屋福寿草まつり」
黄金色に輝く可憐な花

　

４
月
８
日
、中
小
屋
地
区
で
開
催
さ
れ
た「
第

５
回
中
小
屋
福こ

が

ね
寿
草
ま
つ
り
」
は
、
時
折
、
雪

が
舞
う
寒
空
で
し
た
が
、
雪
解
け
の
進
ん
だ
群

落
で
は
、
黄
金
色
に
輝
く
可
憐
な
花
が
来
場
者

を
迎
え
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー

ト
」
や
「
餅
ま
き
」
な
ど
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
催

し
や
屋
台
が
並
び
、
福
寿
草
と
と
も
に
春
の
訪

れ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
小
屋
地
区
と
交
流
の
あ
る
会
津
大

学
生
も
運
営
に
加
わ
り
、
舘
岩
地
域
の
「
紅あ
か

歌か

舞ぶ

」
と
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
の
コ
ラ
ボ
を
披
露
す

る
な
ど
、ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
町
の
「
元
気
の
で
る
地
域
づ

く
り
支
援
事
業
」
を
活
用
し
た
も
の
で
、
地
区

住
民
の
み
な
ら
ず
町
外
に
在
住
す
る
地
区
出
身

者
も
参
加
し
て
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

ス
キ
ー
大
会
で
、、
中
丸
雄
哉
さ
ん
（
南
会
津

高
３
年
）
が
男
子
ス
ー
パ
ー
大
回
転
第
３
位
、

男
子
回
転
第
９
位
と
い
う
成
績
で
、
男
子
総
合

第
５
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

気
温
が
高
く
雪
が
溶
け
て
し
ま
っ
た
り
、
一

転
し
て
翌
日
に
は
積
雪
が
あ
っ
た
り
と
、
難
し

い
ゲ
レ
ン
デ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
な
か
で
行
わ

れ
た
レ
ー
ス
で
し
た
が
、
中
丸
君
ら
し
い
積
極

的
な
攻
め
の
滑
り
で
、
見
事
入
賞
を
果
た
し
ま

し
た
。

御蔵入交流館で５月２０日まで
写真展「町の文化財」

　

御
蔵
入
交
流
館
の
ガ
ー
デ
ン
モ
ー
ル
で
、
県

や
町
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
、
貴
重
な

仏
像
の
写
真
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
の
小
林
宗
一
さ

ん
（
福
米
沢
）
が
撮
影
し
た
、
迫
力
あ
る
写
真

31
点
を
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

仏像写真の数々を展示右は木造薬師如来立像（金光山安楽院薬師寺所有）
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交 流 広 場 交 流 広 場

大宴会in南会津
２０１８

大
宴会は、南会津に暮らす私たちと、さまざまな地域に

暮らす仲間が力を出し合い一緒に作り上げる、年に一

　度の音楽祭。故郷から離れて暮らす人々が盆や正月に帰省

　したときに、親戚や家族が集まって盛り上がる宴会のよう

　に、皆さまがこのイベントに参加するたびに知り合いが増

　え、再会を祝う場になって欲しいという想いを込めて「大

　宴会」と名付けました。

お
子様連れでも安心して楽しめるように、ゆったりとし

た空間作りを大切にし、野外フェスとしては多くない

　８００人ほどのキャパシティに限定して開催しています。

　ゆったりとした空間は、子どもたちが思う存分走り回るこ

　とができ、エリア後方ではタープや椅子などを使用して、

　のんびりと音楽を楽しむことができます。

美
味しい地酒や地元の食材が楽しめる飲食ブースや、地

元のクラフトを中心とした物販ブース、ほうき作りや

　森デコ体験など人気のワークショップ、ターザンロープや

　駒回しなどで遊べるアクティビティーも充実しています。

　自分なりのタイムテーブルで一日を過ごしてみてはいかが

　でしょうか。

－　ＬＩＮＥ　ＵＰ　－
吾妻光良トリオ＋１

奇妙礼太郎

トーテムロック［ かせきさいだあ ＆ 木暮晋也 ］

ハンバートハンバート

ｂｏｎｏｂｏｓ

Ｕ-ｚｈａａｎ×環ＲＯＹ×鎮座ＤＯＰＥＮＥＳＳ

音楽と、暮らしと、南会津
「大宴会」は、秋から初夏へ引越しをして新たなスタートを切ります。

前 売 券 5,500円 当 日 券 6,500円

イープラスで購入→http://eplus.jp/　※各プレイガイドでの発見手数料等は各自ご負担ください。

※前売りチケットが売り切れた場合は当日券の販売はいたしません。

学割キャッシュバック
当日受付にて生徒手帳or学生証を提示で

1,000円キャッシュバック

中学生以下 65歳以上 入場無料
※中学生以下は保護者の同伴が必要です。

日
時

２０１８年６月１６日（土）　※雨天決行、荒天中止
開場１１：００　開演１２：００　閉演１９：３０予定

会
場

会津山村道場うさぎの森オートキャンプ場
福島県南会津郡南会津町糸沢字西沢山３６９２- ２０
http://aizukogen-yume.jp/sanson/

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
中

　

イ
ベ
ン
ト
の
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
タ

ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
と
一
緒
に
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
創
り

あ
げ
る
喜
び
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
？【

注
意
事
項
】

①
期
間
中
の
宿
泊

　

会
場
内
で
の
キ
ャ
ン
プ
以
外
の
宿

泊
は
あ
っ
旋
し
ま
せ
ん
の
で
、
必
要

な
方
は
各
自
で
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

※
賄
い
担
当
の
方
は
、
６
月
16
日

　
（
土
）
の
み
コ
テ
ー
ジ
に
宿
泊
可

　

能
で
す
。

②
業
務
内
容

　

事
務
局
一
任
で
決
定
し
ま
す
。

③
送
迎

　

会
場
ま
で
の
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、各
自
で
手
配
し
て
く
だ
さ
い
。

④
そ
の
他

・
野
外
で
活
動
し
ま
す
の
で
、
作
業

　

し
や
す
い
服
装
や
準
備
品
な
ど
、

　

各
自
の
判
断
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・
好
み
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
見
た
い

　

な
ど
の
要
望
に
は
お
応
え
で
き
ま

　

せ
ん
。

・
行
動
な
ど
が
不
適
切
と
判
断
し
た

　

と
き
は
、
イ
ベ
ン
ト
中
で
あ
っ
て

　

も
業
務
を
打
ち
切
ら
せ
て
い
た
だ

　

き
ま
す
。

※
そ
の
他
、
ご
不
明
な
点
や
詳
し
い

　

内
容
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
せ

　

く
だ
さ
い
。

【
業
務
日
程
等
】

業
務
日

内　

容

時　

間

６
月
15
日（
金
）
事
前
準
備
午
前
８
時
～

午
後
５
時　

６
月
16
日（
土
）
本
番
準
備
午
前
７
時
～

午
前
11
時　

本
番
運
営
午
前
11
時
～

午
後
９
時　

６
月
17
日（
日
）
撤
去
作
業
午
前
８
時
～

正
午　
　
　

※
現
地
集
合
・
現
地
解
散

【
主
な
業
務
内
容
】

①
受
付
（
参
加
者
案
内
）

②
衛
生
・
巡
回
（
会
場
内
清
掃
）

③
駐
車
場
誘
導

④
ス
タ
ッ
フ
へ
の
賄
い
提
供

⑤
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
補
助

⑥
舞
台
運
営

【
応
募
資
格
・
人
数
】

　

18
歳
以
上
の
健
康
な
方
40
人

※
２
日
以
上
で
複
数
日
参
加
で
き
る

　

方
【
募
集
期
限
】

　

５
月
18
日
（
金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
、締
切
り
ま
す
。

【
事
務
局
】

大
宴
会
in
南
会
津
２
０
１
８
実
行
委
員
会

担　

当
：
星

メ
ー
ル
：star-tz1111@

ezw
eb.ne.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

：http://daienkai.org/

認知症になっても
安心して暮らせる地域を目指して

「みんなが安心して集まれる場」を
提供します

認知症

カフェ
対 象 者

　認知症に関心のある方、物忘れが気になる方、介護相談をしたい方、認知症の方やそのご家族など、
どなたでも参加できます

【脳げんきカフェ】問合せ：南会津町地域包括支援センター　電話０２４１- ６４- ５０３５
　　　　　　　　認知症や介護に関する勉強会や悩みごと相談、情報交換の場です。
　　　　　　　　お茶やお菓子を食べながら、みんなでお話してみませんか。

日　時 奇数月の最終火曜日　午前１０時～午前１１時３０分
全６回（５月２９日・７月３１日・９月２５日・１１月２７日・１月２９日・３月２６日）

場　所 役場本庁舎　１階　多目的ホール
参加費 １回１００円

内　容

【講話】　第１回（５月２９日）のテーマは「認知症の基礎知識」
　　　　以降、次のテーマに絞って開催します。
　　　　◆認知症予防の運動・脳トレゲーム！
　　　　◆認知症予防の食事について　◆認知症の方との接し方
　　　　◆介護体験談　◆在宅介護講座

【その他】
　相談会
　おしゃべり会

【オレンジカフェ】問合せ：グループホーム花南会津　電話０２４１- ６２- ８７００
　　　　　　　　   毎月第３金曜日に開催する、誰でも参加できる教室です。
　　　　　　　　   みんなと楽しく、体操や刺し子、手づくり手芸をしてみませんか。

場　所 会津田島祇園会館 びわのかげ高齢者センター グループホーム花南会津

開催日 ５月１８日・７月１８日・
１０月１９日 ９月２１日・１１月１６日 ①６月１５日　午後（予定）

　笹巻き作り
②８月１７日　午前（予定）
　夏祭り交流会
③１２月２１日　午前（予定）
　もちつき交流会

時　間 午前１０時～
　　　　午前１１時３０分 午後１時４０分～午後３時

内　容 刺し子・簡単な小物作り・
おしゃべり会

簡単な体操・転倒予防運動
・認知症予防体操

その他 針・ハサミなどを持参して
ください。

体操ができる服装で参加し
てください。 時間はお問い合わせください。

参加費 無料

サ
ル
ナ
シ
を

栽
培
し
ま
せ
ん
か

手
軽
で
簡
単
、
耕
作
放
棄
地
も

活
用
で
き
ま
す

　

サ
ル
ナ
シ
は
、
ま
た
の
名
を
〝
こ
く
わ
〟
と

言
い
、
ツ
ル
性
で
マ
タ
タ
ビ
科
の
山
野
植
物
で

す
。
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
原
種
で
、
緑
色
の
小

さ
な
実
が
さ
く
ら
ん
ぼ
の
よ
う
に
実
り
ま
す
。

　

昔
か
ら
の
生
食
や
焼
酎
漬
け
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
ジ
ャ
ム
や
ジ
ュ
ー
ス
に
も
加
工
で
き
、

豊
富
な
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
美
容
と
健
康
に
大
評
判

で
す
。

　

荒
れ
た
田
畑
で
栽
培
で
き
る
た
め
、
耕
作
放

棄
地
の
再
生
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

手
間
も
か
け
ず
に
簡
単
に
収
穫
で
き
ま
す
。

　

栽
培
情
報
な
ど
を
共
有
す
る
た
め
に
、
組
織

の
設
立
も
視
野
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

南
会
津
町
高
野
字
立
屋
沢
８
０
４

高
野
も
り
ネ
ッ
ト
協
議
会

会
長　

星　

義
道

電　

話
０
９
０（
４
７
５
６
）３
３
４
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４
１
（
６
２
）
３
６
２
４

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合

①
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
を
必
ず
明
記
し
て
く

　

だ
さ
い
。

②
一
度
ご
連
絡
い
た
だ
い
た
方
も
、
再
度
①
の

　

要
領
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
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説
明
内
容
は
、
昨
年
開
催
し
た
も
の
と
同
じ  

　

で
す
。

　

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

　

各
会
場
と
も
、
駐
車
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま

　

す
の
で
、
公
共
交
通
機
関
な
ど
を
ご
利
用
い

　

た
だ
く
か
、
な
る
べ
く
乗
り
合
わ
せ
の
上
、

　

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ
・
募
集

くらしの情報
このコーナーの見方

注

日 日時
場 会場
料 料金

内 内容
対 対象者
定 定員

申 申込み 問 問い合わせ
℡ 電話番号 HP ホームページ
Ｅ E-mail 締 締切
Ｆ FAX 注意事項

他 その他

そ
の
他

②
施
設
見
学
会
を
開
催
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
～
職
業
訓
練
の
疑
問
を
解
決
～

　

職
業
訓
練
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
実
習
の
様
子
を
目
で
見
て
直
接
講
師

か
ら
話
を
聞
く
機
会
（
施
設
見
学
会
）
を
設
け

て
い
ま
す
。

　

見
学
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
職
業
訓
練
も

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
か
ら

の
お
知
ら
せ

①
職
業
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

　

も
の
づ
く
り
分
野
で
早
期
に
再
就
職
を
目
指

す
求
職
者
の
方
々
を
対
象
に
、
６
か
月
の
職
業

訓
練
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
事
業
主
の
ご
要

望
に
お
応
え
し
た
短
期
の
在
職
者
訓
練
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

相　

談

　

返
済
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
借
金
を
抱
え
て
お

悩
み
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
一
度
、
財
務
省
福
島
財

務
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
返
済
に
関
す

る
助
言
や
、
必
要
に
応
じ
て
弁
護
士
や
司
法
書

士
な
ど
の
専
門
家
に
引
継
ぎ
ま
す
。

　

ま
た
、
国
や
県
の
登
録
を
受
け
ず
に
貸
金
業

を
営
む
、
い
わ
ゆ
る
「
ヤ
ミ
金
融
」
業
者
に
は

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ご
利
用
さ
れ
て
い
る
貸
金
業
者
の
登
録
状
況

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
や
、
不
正
に
利
用
さ
れ

て
い
る
預
貯
金
口
座
に
関
す
る
相
談
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　

秘
密
厳
守
、
相
談
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

月
～
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
～
正
午

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時
30
分

多
重
債
務
・
貸
金
業
に
関
す
る

相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す

日

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所 

理
財
課

　
（
福
島
市
松
木
町
13
の
２
）

　

０
２
４
（
５
３
３
）
０
０
６
４

　

※
多
重
債
務
相
談
窓
口
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

問℡

ご
活
用
く
だ
さ
い
！

「
出
前
講
座
」で
財
政
を
学
ぼ
う

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で
は
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
各
種
団
体
の
会
合
な
ど
に

お
伺
い
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
出
前
講
座

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

原
子
力
損
害
賠
償
「
個
別
相
談
」

の
お
知
ら
せ　

※
事
前
予
約
制

　

福
島
県
で
は
、
県
弁
護
士
会
や
県
不
動
産
鑑

定
士
協
会
と
連
携
し
て
対
面
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
弁
護
士
に
よ
る
巡
回
法
律
相
談

　

請
求
手
続
き
に
関
す
る
、
不
明
な
点
や
お
困

　

り
の
点
な
ど

内

　

費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
講
座
の
テ
ー
マ
】

①
一
般
向
け

「
日
本
の
財
政
を
考
え
よ
う
！
」

「
多
重
債
務
に
陥
ら
な
い
た
め
に
」

「
最
近
の
県
内
経
済
情
勢
」

②
高
齢
者
向
け

「
う
ま
い
話
に
ご
用
心
！　

金
融
犯
罪
被
害
に

あ
わ
な
い
た
め
に
」

「
一
緒
に
考
え
よ
う
！　

日
本
の
お
さ
い
ふ
ク

イ
ズ
」

③
学
生
向
け

「
お
金
に
関
す
る
基
礎
知
識
」
※
高
校
生

「
国
の
お
財
布
を
毎
月
の
お
小
遣
い
に
た
と
え

る
と
・
・
・
」
※
中
学
生

「
マ
ネ
ー
ク
イ
ズ
、
お
こ
づ
か
い
帳
を
つ
け
よ

う
」
※
小
学
生

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所 

総
務
課

　
（
福
島
市
松
木
町
13
の
２
）

　

０
２
４
（
５
３
５
）
０
３
０
１

問℡

第
39
回
青
少
年
国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ

参
加
者
募
集

　

富
士
山
麓
の
自
然
豊
な
キ
ャ
ン
プ
場
で
、
全

国
か
ら
集
ま
る
青
少
年（
日
本
人
・
外
国
人
）と
、

キ
ャ
ン
プ
や
富
士
登
山
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
体

験
を
通
じ
て
友
情
を
深
め
、「
仲
間
づ
く
り
」「
チ

ャ
レ
ン
ジ
」
の
大
切
さ
や
、
友
だ
ち
と
協
力
し

助
け
合
う
楽
し
さ
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

７
月
31
日
（
火
）
～
８
月
４
日
（
土
）

　

４
泊
５
日

　

静
岡
県
立
朝
霧
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

　

日
本
人
80
人
・
外
国
人
20
人

　

小
学
３
年
生
～
中
学
３
年
生

日場定対

日場料注
　

６
月
６
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
45
分

　

※
１
件
あ
た
り
30
分

　

南
会
津
合
同
庁
舎
４
階
会
議
室

　

無
料

　

開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ

　

い
。
予
約
が
な
い
と
き
は
開
催
し
ま
せ
ん
。

　

県
内
７
市
町
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

　

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

くらしの情報
local   life   Information

　

随
時
開
催
（
平
日
の
み
）

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時
30
分

※
１
件
あ
た
り
30
分

　

県
内
５
市
内
（
福
島
市
・
郡
山
市
・
会
津
若

　

松
市
・
南
相
馬
市
・
い
わ
き
市
）

　

無
料

　

希
望
日
の
２
週
間
以
上
前
ま
で
に
ご
連
絡
く

　

だ
さ
い
。

　

調
整
の
う
え
実
施
し
ま
す
が
、
希
望
に
沿
え

　

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

不
動
産
鑑
定
士
が
評
価
額
を
算
定
し
た
り
、

　

賠
償
額
を
示
し
た
り
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

　

せ
ん
。

　

福
島
県　

原
子
力
損
害
対
策
課

　

０
２
４
（
５
２
１
）
８
２
１
６

料注℡ 問

②
不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
個
別
相
談

　

避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
、
居
住
制
限
区
域

　

お
よ
び
帰
還
困
難
区
域
（
解
除
済
地
域
も
含

　

む
。）
に
宅
地
、
建
物
を
所
有
す
る
個
人
で
、

　

東
京
電
力
㈱
か
ら
「
請
求
書
②
」
が
届
い
て

　

い
る
方

　

宅
地
・
建
物
の
賠
償
額
の
見
方
や
算
定
方
法
、

　

現
地
評
価
の
実
施
な
ど

対内

日場特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　

平
成
30
年
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
の
施
行
か

ら
70
周
年
に
当
た
り
ま
す
。

　

法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、
法
律
制
定
日
の
６
月
１
日
を
中
心
に
、

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
て
相
談
に
応
じ
た

り
、全
国
的
な
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
困
り
ご
と
や
悩

み
ご
と
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

６
月
１
日
（
金
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

福
祉
ホ
ー
ル

　

無
料

　

福
島
地
方
法
務
局　

人
権
擁
護
課

　

０
２
４
（
５
３
４
）
１
９
９
４

　

本
件
に
限
ら
ず
、
電
話
で
の
相
談
も
受
け
付

　

け
て
い
ま
す
の
で
、
次
の
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
電

　

話
く
だ
さ
い
。

　

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　

０
５
７
０
（
０
０
３
）
１
１
０

　

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０

　

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

日場料問℡他問℡問℡問℡

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
な
ど
に

関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

事
業
者
の
方
を
対
象
と
し
て
、
消
費
税
の
軽

減
税
率
制
度
な
ど
に
関
す
る
説
明
会
を
、
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
事
業
者
の
方
に
関
係
の
あ
る
制
度
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
説
明
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

内注

日　

時

場　

所

定
員

５
月
23
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
～

　
　
　

午
後
３
時

南
郷
総
合
セ
ン
タ
ー

３
階
大
会
議
室

80人

５
月
24
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～

　
　
　

午
後
３
時

御
蔵
入
交
流
館

多
目
的
ホ
ー
ル

120人

　

田
島
税
務
署　

調
査
部
門

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
２
３
０

※
音
声
案
内
に
従
い
「
２
」　

を
選
択
し
て
く

　

だ
さ
い
。

問℡

　

富
士
登
山
、
テ
ン
ト
生
活
・
野
外
炊
飯
体
験
、

　

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
ワ
イ
ド
ゲ
ー
ム
な
ど

　

７
月
５
日
（
木
）

　

出
発
地
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

　

募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

事
前
説
明
会
（
近
隣
の
み
掲
載
）

●
福
島
会
場

　

福
島
テ
ル
サ　

６
月
16
日
（
土
）

　

午
後
３
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

●
仙
台
会
場

　

エ
ル
・
パ
ー
ク
仙
台　

６
月
16
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
前
10
時
30
分

●
東
京
会
場

　

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー

　

６
月
17
日
（
日
）

　

午
後
３
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

　

（公財）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

〒
１
４
１
―

０
０
３
１　

東
京
都
品
川
区
西

　

五
反
田
７
の
15
の
４　

第
三
花
田
ビ
ル
４
階

　

０
３
（
６
４
１
７
）
９
７
２
１

　

info@kskk.or.jp

　

http://w
w

w.kskk.or.jp

問℡ＥHP 内締料他

コ
ー
ス
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
リ
フ
ォ

ー
ム
技
術
コ
ー
ス

短
期
デ
ュ
ア
ル
訓
練

◆
機
械
も
の
づ
く
り

　

コ
ー
ス

◆
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
Ｎ
Ｃ
コ

　

ー
ス

定

員

15
人

各
コ
ー
ス
３
人

訓
練
期
間
７
月
３
日
～

　
　
　
　

12
月
27
日

（
６
か
月
間
）

７
月
３
日
～

　
　

翌
年
１
月
31
日

（
７
か
月
間
）

対
象
者
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
登
録
さ
れ
て
い

る
方
で
、
職
業
訓
練
の
受
講
が
望
ま
し
い

と
判
断
さ
れ
た
方

訓
練
場
所
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
（
会
津
若
松
市

神
指
町
大
字
南
四
合
字
深
川
西
２
９
２
）

受
講
料
無
料

募
集
締
切
６
月
18
日
（
月
）

選
考
日
時
６
月
20
日
（
水
）
午
前
９
時
～

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
会
津

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
１
０
１

℡ 申

体
験
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

５
月
14
日
（
月
）・
21
日
（
月
）・
28
日
（
月
）

　

午
後
１
時
45
分
～
午
後
３
時
45
分

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
（
会
津
若
松
市
神

　

指
町
大
字
南
四
合
字
深
川
西
２
９
２
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
会
津

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
１
０
１

日℡ 場申
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健康通信
Health Information

乳幼児健診・相談カレンダー

月日 病　　院　　名 電　話
５月13日 佐 藤 医 院 （下　郷　町） 0241-67-2134
　　20日 高 橋 医 院 （南会津町） 0241-62-0040
　　27日 芳 賀 医 院 （下　郷　町） 0241-67-2128
６月３日 長 谷 川 医 院 （南会津町） 0241-62-0032
　　10日 馬 場 医 院 （南会津町） 0241-62-0141
　　17日 な か や ク リ ニ ッ ク （南会津町） 0241-73-2036
　　24日 伊南小野木クリニック （南会津町） 0241-76-7780

※午前中のみの診察です。ご注意ください。

５ ・ ６月の日曜当番医

ー 町の保健事業の問合せは ー

健康福祉課　健康増進係
　　　　電話　０２４１- ６２- ６１７０
舘岩総合支所　町民課　健康福祉係
　　　　電話　０２４１- ７８- ３３２５
伊南総合支所　町民課　健康福祉係
　　　　電話　０２４１- ７６- ７７１３
南郷総合支所　町民課　健康福祉係
　　　　電話　０２４１- ７２- ２２２５

●乳幼児健康相談
期　日 内　容 受付時間 場　　所 対　象　者

６月19日（火） ６～８か月児健康相談 13：30～13：45 健診ホール
（御蔵入交流館内） 平成29年10月～11月生まれ

●乳幼児健康診査
期　日 内　容 受付時間 場　　所 対　象　者

５月16日（水） ３～４か月児健診

12：15～12：45 健診ホール
（御蔵入交流館内）

平成30年１月生まれ
５月18日（金） ２歳児歯科健診 平成27年11月～12月生まれ
５月23日（水） ３歳６か月児健診 平成26年11月～12月生まれ
６月13日（水） １歳６か月児健診 平成28年11月～12月生まれ
６月20日（水） ３～４か月児健診 平成30年２月生まれ

平成３０年度「子宮がん」「骨粗しょう症」
「乳がん」検診のお知らせ
　町では、６月より婦人科検診を実施します。
　平成２９年１２月中旬に提出いただいた、平成３０年度南会津
町がん検診申込書により申し込みをされている町民の方には、受
診録を配布します。
　受診を希望される方で、まだ申し込みをされていない場合は、
問い合わせ先へお早めに申し込みください。
　なお、乳がん検診は受診日の予約が必要です。予約方法などは、
個別に送付する通知をご覧ください。
　検診日程・料金は、「平成３０年度南会津町健康増進事業日程表」
をご確認ください。

５月の納税こよみ
固 定 資 産 税　第１期

軽 自 動 車 税　全　期

国 民 年 金　４月分

納期限は５月３１日（木）です

納税に関するお問い合わせ先は
税務課（町県民税等）　　　℡ 0241-62-6110

健康福祉課（介護保険料）　℡ 0241-62-6170

住民生活課　　　　　　　℡ 0241-62-6120
　　（後期高齢者医療保険料・国民年金）

舘岩総合支所町民課　　　℡ 0241-78-3345

伊南総合支所町民課　　　℡ 0241-76-7712

南郷総合支所町民課　　　℡ 0241-72-2224

す
ま
い
る
だ
よ
り

毎
月
気
に
な
る
話
題
を
コ
ラ
ム
で
お
届
け

は
じ
め
ま
し
て
。
今
月
号
よ
り
、

「
す
ま
い
る
だ
よ
り
」
の
コ
ー

ナ
ー
を
担
当
す
る
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
「
え
が
お
」
で
す
。

　

「
え
が
お
」
は
、
子
育
て
に
取
り

組
む
皆
さ
ん
を
応
援
す
る
た
め
に
、

平
成
29
年
に
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　

役
場
本
庁
舎
１
階
の
４
番
窓
口

（
健
康
福
祉
課
内
）
に
保
健
師
と
心

理
職
の
専
門
員
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
に
関
す
る
不
安
や
悩
み
の

最
初
の
窓
口
と
し
て
、
少
し
で
も
皆

さ
ん
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

私
た
ち
は
、
皆
さ
ん
の
笑
顔
に
つ

な
が
る
活
動
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
子
ど
も
が
成
長
す
る
土

台
、「
基
本
的
信
頼
」
に
つ
い

て
の
お
話
し
で
す
。

基
本
的
信
頼
と
は
、
心
理
学
者

の
エ
リ
ク
ソ
ン
が
提
唱
し
た

「
相
手
を
信
頼
す
る
こ
と
・
自
分
を

信
頼
す
る
こ
と
は
表
裏
一
体
」
と
い

う
考
え
の
こ
と
で
す
。

　

人
間
は
、
人
を
信
じ
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
、
自
分
自
身
を
信
じ
る
こ

と
が
で
き
な
い
そ
う
で
す
。
自
分
を

信
じ
る
と
は
、
「
静
か
に
ひ
そ
か
に

自
分
の
存
在
を
誇
り
に
思
う
（
自
分

を
嫌
い
に
な
ら
な
い
）
」
こ
と
を
意

味
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
自
分
を
信
じ
る
力
が
育

つ
と
、
物
事
を
前
向
き
に
捉
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
基
本
的
信
頼
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
、
生
き
や
す
さ
に
つ
な

が
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
ね
。

自
分
を
信
じ
る
こ
と
は
、
生
ま

れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
の

頃
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
は
お
世
話
を
し
て
く
れ

る
人
（
父
母
・
祖
父
母
・
兄
姉
な
ど
）

に
反
応
し
て
も
ら
え
る
こ
と
が
大
好

き
で
す
。
抱
っ
こ
や
声
か
け
、
泣
い

た
ら
お
む
つ
を
交
換
し
て
も
ら
え
る

こ
と
、
す
べ
て
が
赤
ち
ゃ
ん
の
喜
び

に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
喜
び
の
分
か
ち
合
い
と
い
う

体
験
か
ら
「
基
本
的
信
頼
」
が
生
ま

れ
て
く
る
の
で
す
。

基
本
的
信
頼
は
、
成
長
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
必
要
な
力

で
す
。
例
え
ば
、
学
校
で
も
職
場
で

も
、
「
互
い
に
相
手
の
こ
と
を
思
い
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
（
よ

い
点
も
直
し
て
も
ら
い
た
い
点
も
言

い
合
え
る
）
」
と
い
う
こ
と
は
信
頼

し
あ
え
て
い
る
関
係
で
な
け
れ
ば
生

ま
れ
ま
せ
ん
。

も
し
、
赤
ち
ゃ
ん
の
頃
に
そ
う

い
っ
た
関
係
に
出
会
う
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の

後
の
人
と
の
出
会
い
の
中
で
基
本
的

信
頼
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
第
一
歩
、
「
自
分
自
身
を

認
め
る
」
こ
と
か
ら
始
め
て
み
る
こ

と
が
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
信
頼

関
係
を
作
る
こ
と
は
た
や
す
い
こ
と

で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
自

分
に
は
信
頼
関
係
を
築
く
価
値
が
あ

る
」
と
思
え
る
こ
と
が
心
の
強
さ
に

つ
な
が
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
子
ど
も
と
接
す
る
チ
ャ

ン
ス
が
あ
る
方
は
、
相
手
を

見
て
に
っ
こ
り
笑
い
か
け
て
み
て
く

だ
さ
い
。
そ
れ
が
、
お
子
さ
ん
の
心

を
育
て
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す

し
、
自
分
自
身
の
心
を
強
く
す
る
栄

養
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
参
考
図
書
】

「
あ
な
た
は
人
生
に
感
謝
で
き
ま
す
か
？
」

児
童
精
神
科
医　

佐
々
木 

正
美 

著

【
子
育
て
の
ご
相
談
】

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
え
が
お
」
（
健
康
福
祉
課
内
）

電
話 

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
７
０

メ
ー
ル egao@minamiaizu.org

ｖｏｌ １

心の健康相談のお知らせ
　眠れない、心配ごとがある、お酒が止められない、認
知症のこと・・・など、一人で抱え込んでいませんか。
　話すことで楽になることもあります。秘密は厳守しま
すので、安心してご相談ください。

期　日 ５月１８日（金）・６月１２日（火）
時　間 １３：３０～１５：００
場　所 南会津保健福祉事務所（南会津保健所）

その他
・相談は無料です。
・予約制ですので、事前に問い合わせ先へ
　お申込みください。

【問合せ】南会津保健福祉事務所（南会津保健所）保健福祉課
　　　　　電話０２４１- ６３- ０３０５

こころの相談会のお知らせ
　思春期のこころの問題や、アルコール・ギャンブルな
どの依存に関する悩みをご相談ください。
　※秘密は厳守します。
　※カウンセリングなどの治療ではありません。

期　日 ５月２４日（木）・６月１４日（木）

場　所 福島県精神保健福祉センター

その他
・相談は無料です。
・相談日の３日前までに、電話で予約して
　ください。

【問合せ】福島県精神保健福祉センター
　　　　　　　　　電話０２４- ５３５- ３５５６
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電　　話　０２４１-６２-５５２２
開館時間　午前１０時～午後６時

【一般図書】
わたし、定時で帰ります。　　　　朱野　帰子　著

ウィステリアと三人の女たち　　川上　未映子　著

震える教室　　　　　　　　　　　近藤　史恵　著

オリンピックへ行こう！　　　　　真保　裕一　著

悲終伝　　　　　　　　　　　　　西尾　維新　著

草薙の剣　　　　　　　　　　　　橋本　　治　著

友達以上探偵未満　　　　　　　　麻耶　雄嵩　著

風は西から　　　　　　　　　　　村山　由佳　著

凶犬の眼　　　　　　　　　　　　柚月　裕子　著

不倫のオーラ　　　　　　　　　　林　真理子　著

【児童図書】
もいもい　　　　　　　　　　　　市原　　淳　作

ぜったいあけちゃダメッ！　　アンディ・リー　作

モイモイとキーリー　　　　みうら　し～まる　作

うるしー　　　　　　　　　　　　　　ロロン　作

おばけのアッチとくものパンやさん　角野　栄子　さく

怪談５分間の恐怖 たたられる本　中村 まさみ　著

さとやまさん　　　　　　　　　　工藤　直子　文

そらからぼふ～ん　　　　　　　　高畠　那生　作

チトくんとにぎやかないちば　　アティヌーケ　文

たぬきのよめ道中　　　　　　　　最上　一平　作

新 着 本 の ご 案 内

６月 （Ｊｕｎｅ）

日 月 火 水 木 金 土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

５月 （Ｍａｙ）

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

開 館 カ レ ン ダ ー

は休館日

図書館へ行こう！

「誕生おめでとう」

「お悔やみ申し上げます」のコーナーは、

プライバシー保護のため削除します。

ご了承ください。
≪おはなし会≫

テーマ 「とり」 「てんき（天気）」

開催日 ５月１９日（土） ６月１６日（土）

時　間 午前１１時～

会　場 図書館内 読み聞かせコーナー

対　象 幼児～小学校低学年

イベントのご案内

◆東武鉄道の特急「リバティ会津」が運行して１年。４
　月２１日に会津田島駅前広場で記念イベントが開催さ
　れ、東京からの乗客をもてなしました。
◆東武鉄道浅草駅でもセレモニーが行われ、関係者が〝花
　嫁姿〟に身を包み、乗客との会話を楽しみながら１周
　年の運行に花を添えました。
◆南会津と首都圏との架け橋を担う「リバティ会津」。
　観光を軸とする地域振興に期待が高まります。

ご意見・ご要望は

コチラまで！

E-mail ： kouhou@minamiaizu.org
総合政策課　舟 木 浩 隆

編 記後集

お
く
や
ま
吟
社
（
田
島
地
域
）

　

黄
と
赤
と
ピ
ン
ク
の
丘
の
春
の
道　
　
　
　

星　
　

昴
明

　

封
を
切
る
地
元
銘
酒
や
春
の
宵　
　
　
　
　

五
十
嵐
弧
庵

　

な
ほ
白
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まちの文芸

※住民基本台帳登録人口（外国人を含む）
まちの人口  ◆平成３０年５月１日現在

総人口 １５, ８９５ 人 （－　４）
男 ７, ７８２ 人 （　　７）
女 ８, １１３ 人 （－１１）

世帯数 ６, ７６０ 世帯 （　４０）
※（　）内は前月比　

※申込み不要です。直接会場にお越しください。

４月１０日決定！「２０１８年 本屋大賞」受賞作品

※受賞作品は図書館に備えてあります。ぜひ読んでみてください。

部　　門 本　　屋　　大　　賞 翻訳小説部門

順　　位 大　賞 第２位 第３位 第１位

タイトル かがみの孤城 盤上の向日葵 屍人荘の殺人 カラヴァル 深紅色の少女

著　　者 밯村　深月 柚月　裕子 今村　昌弘
ステファニー・ガーバー

（西本 かおる 訳）

内容紹介

　部屋に閉じこもっていたこ

ころの目の前で、鏡が光り始

めた。

　輝く鏡をくぐり抜けた先の

世界には、似た境遇の７人が。

　秘めた願いを叶えるため、

７人は城で隠された鍵を探す

－。

　「ａｓｔａ＊」連載を大幅に

加筆修正して単行本化

　山中で発見された白骨死

体。現場に残された唯一の手

がかりは伝説の名駒だった。

　４か月後、２人の刑事が竜

昇戦の会場である天童に降り

立つ。

　世紀の対局の先に待ってい

た、壮絶な結末とは－。

　「読売プレミアム」連載を書

籍化

　神紅大学ミステリ愛好会の

葉村譲と明智恭介は、曰くつ

きの映画研究部の夏合宿に加

わるため、紫湛荘を訪ねた。

　その夜、想像しえない事態

に遭遇し紫湛荘に立て籠もっ

た彼らだが、翌日部員の１人

が密室で死体となって発見さ

れ…。

　１７歳の少女スカーレット

は政略結婚させられる直前

に、夢のイベント「カラヴァ

ル」の招待状を受け取る。

　妹テラとカラヴァルへ足を

踏みだすが、まもなく妹とは

ぐれ、妹を救いだすための冒

険が始まり…。

　胸ときめく物語。
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　南会津町の地域おこし協力隊員として配属され、舘岩地域の特に前沢・たのせ集
落の活性化を担当してきました。担当していた両集落をはじめ、町民の皆さまには
温かく受け入れていただき、仕事とプライベートの両面で大変お世話になりました。

　この場をお借りし、厚くお礼申し上げます。どうもありがとうございました。

　あっという間の３年間でしたが、この地域ならではの自然や伝統文化に触れ、さ
まざまな方々と交流することができ、かけがえのない経験をさせていただきました。

　任期は満了しますが、引き続き舘岩地域で生活していくことになりました。
　今後は、川衣集落の旧泉屋豆腐店さんで、新たに豆腐店の開業いたします。
　南会津の豊かな自然を生かした豆腐作りを目指し、皆さまのお役に立てるよう頑
張っていきたいと思いますので、今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

　町内では、引き続き３人の協力隊員が町の活性化のために活動していますので、
継続して皆さまのご声援をお願いできればと思います。

南会津町地域おこし協力隊員　江井　翼

豆腐店のＯＰＥＮに向けて準備中！

お世話になった町民の皆さまに・・・

試食用豆腐を一つ無料でお届けします。

ご希望の方はご連絡ください。

★町民の方限定です。（各家庭おひとつまで。）

★お届けは開店後になります。

★アンケート調査にご協力いただける方

★数に限りがあるため、先着順となります。

　　　　　江井　翼　電　話  080-6007-8776

　　　　　　　　　　e-mail  eneitofu@gmail.com

南会津町地域おこし協力隊第１期の江
え ね い

井 翼
つばさ

（34）です。
今年の 5 月を持ちまして 3 年間の任期が満了します。

３年の任期を終え
若者は新たなステージへ！

★お店がＯＰＥＮしたときは、広報紙などでお知らせします★


